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平成30年度 

農産物等研究専門部会の取組み事項 
農１-大学と農家の意見交換会の開催 

農 2-アスパラガスの新たな栽培方法「採りっきり栽培」の実施（地

域連携による農産物づくりの検討等） 

農 3-農産物に関する講習会の開催 

農 4-地元農業者との農産物加工品等に関する研究 

農 5-黒川野菜・果実等のPR（農家による黒川野菜の直売の実施）

資料４ 
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農-1 大学と農家の意見交換会の開催 
（大学と地元農業者の相互の取組みに関する情報交換）

■計画概要 

概要・目的 

概要 
・地元農業者を対象に、明治大学黒川農場の見学会を実施し、大学の教
職員に施設や大学の取り組み、研究内容等について紹介を行う。 

・大学と地元農業者の相互の取り組みに関する情報交換を行い、今後の黒
川地域の野菜づくり等への連携につなげる。 

目的 
【地域交流】明治大学黒川農場での取り組み等を紹介してもらう見学会を

実施し、地元農業者と大学関係者の交流を深める。 
【地域連携の強化】黒川産の農産物の販売促進のため、地元農業者と大学

が新規農産物や郷土農産物の栽培方法等について情報
交換する機会を設け、地域連携の体制を強化していく。 

実施体制、対象者等 対 象 地元農業者、明治大学事務局 川崎市農地課

実
施
内
容

実施日 1 月 24 日（木） 意見交換会

実施場所 明治大学黒川農場・黒川公会堂・緑農会館 

周知・ＰＲ －

内容 

①明治大学黒川農場の施設紹介 
 ・黒川農場の施設を紹介。 
②研究活動内容や研究成果の紹介 
 ・黒川農場で行っている研究や取り組みの紹介 
③明治大学教員と地元農業者による意見交換 
 ・今後の、農産物等の生産に関する連携等について 

予算等 －

その他 ・今後も大学と農家の意見交換の場を検討してく。 
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■実施結果 

実
施
概
要

実施日時 平成 30 年 1 月 24 日（木） 実施 

実施場所 緑農会館 

参加者数 黒川農業者７人、関係者１２人 

実施状況 
（写真等） 

・平成 30 年度の農と環境を活かしたまちづくりの取り組みについて 
・基本計画と実施計画の見直しについて 
・平成 30 年度の取り組みと計画改定及び平成 31 年度以降の取り組みに関
する意見交換 

主催者や参加者の声 
（主な意見、感想）

・竹行燈の作成技術が向上した。今後は竹行燈にこだわらず、竹の利活用に
つながるものができるとよい。 

・明大の先生が気温等を測っている。どんな研究をしているか知りたい。デ
ータも地元に還元してほしい。 

・和光大学のアートサンポの取り組みが岡上に移ることはいいことだ。 

評価と今後の進め方
等（専門部会での検討事項）

・計画改定等について、各専門部会で検討していく。その後、各専門部会で
の検討を経て、協議会で作成していく。 

その他 －
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農-2 アスパラガスの新たな栽培方法「採りっきり栽培」の実施 
（地域連携による農産物づくりの検討等） 

■計画概要 

概要・目的 

概要 
・新規ホーラ―を使用し、一作で採りきる「採りっきり栽培」の展示ほ場
を作り、栽培講習会を行うなどし、新たな特産物・収穫体験としての可
能性を検討する。 

目的 
【地域交流】明治大学の研究成果を活かしながら、大学と地元農業者の交

流を深める。 
【地域連携の強化】地元農業者と大学が農産物の新たな栽培方法等につい

て情報交換する機会を設け、地域連携の体制を強化し
ていく。 

実施体制、対象者等 対 象 地元農業者、明治大学事務局 川崎市農地課

実
施
内
容

実施（予定）
日 

平成30年 巡回検討会 6 月 8日、６月２５日、7月 9日、8月 3日、
８月21日、9月 5日、10 月 2日、11 月 21 日、１月１７日 実施 
２月１９日、３月１２日実施予定 

平成 30年 栽培の振り返り ９月７日 実施 
平成 30 年 災害被害状況の比較などの講習会 12 月 13 日 実施

実施場所 黒川地区全域（展示ほ場・生産者ほ場） 
明治大学生田キャンパス 

周知・ＰＲ 黒川生産支部回覧板 

内容 

①栽培講習会の実施 

②展示ほ場設置、栽培実習の実施 
 ・黒川地区に展示ほ場を設置し、栽培を実習できる機会を設ける。 
 ・アスパラガスの苗を地元農業者に配布し、自ら実際に栽培管理を行う。

予算等 －

その他 －
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■実施結果 

実
施
概
要

実施日時 平成 30 年 6 月 8日、６月２５日、7月 9 日、8月 3 日、８月 21 日、9月 5
日、10 月 2 日、11 月 21日、１月１７日 実施

実施場所 黒川地区全域（展示ほ場・黒川上地区） 

参加者数 －

実施状況 
（写真等） 

〔明大農学部 元木悟准教授、川崎市都市農業振興センター職員対応〕 

 平成 30 年 6月 8日 生育状況を確認。肥培管理・防除等を指導 
 平成 30 年 6月 25 日 生育状況を確認。肥培管理・防除等を指導 
 平成 30 年 7月 9日 生育状況を確認。肥培管理・防除等を指導 
 平成 30 年 8月 3日 生育状況を確認。肥培管理・防除等を指導 
 平成 30 年８月 21 日 生育状況を確認。肥培管理・防除等を指導 
 平成 30 年 9月 5日 生育状況を確認。肥培管理・防除等を指導 
 平成 30 年 10 月 2日 生育状況を確認。肥培管理・防除等を指導 
 平成 30 年 11 月 21 日 生育状況を確認。肥培管理・防除等を指導 
 平成 31 年１月 17 日 生育状況を確認。肥培管理・防除等を指導 

主催者や参加者の声 
（主な意見、感想）

・10 月の台風の後、他作物への対応が忙しく、アスパラガスの防除が遅れ
病気が出てしまった。 

・次作は栽培面積を広げたい。 
・次作の栽培は見合わせる。 
・次作は色々な品種を栽培し、品種特性、収量等を比較したい 

評価と今後の進め方
等（専門部会での検討事項）

平成３１年 3月 4 月の収穫に向けて技術指導及び収量調査を行う。 
次年度以降の技術指導については要検討。 

その他 －
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農-3 農産物に関する講習会の開催

■計画概要 

概要・目的 

概要 
・品種比較、土づくり、防除等栽培に役立つ講習会を、大学と連携して開
催する。 

目的 
【地域交流】明治大学の研究成果を活かしながら、大学と地元農業者の交

流を深める。 
【環境保全】農薬を効果的に使う方法を学ぶことで、環境にやさしい農業

の実現を目指す。 

実施体制、対象者等 対 象 地元農業者、明治大学事務局 川崎市農地課

実
施
内
容

実施予定日 平成30年 栽培の振り返り ９月７日 実施 平成 30 年 災害被害状況の比較などの講習会 12 月 13 日 実施

実施場所 明治大学黒川農場 
明治大学生田キャンパス 

周知・ＰＲ 黒川生産支部回覧板 

内容 ①講習会の開催 

予算等 －

その他 ・今後も内容を検討して、講習会の実施を検討する。 
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■実施結果 

実
施
概
要

実施日時 平成 30 年９月７日、１２月１３日 

実施場所 黒川公会堂・明治大学生田キャンパス 

参加者数 ９月７日 ２８人  １２月１３日 １９人（市、ＪＡ） 

実施状況 
（写真等） 

平成 30 年 9 月 7日 栽培講習会・意見交換会 
参加者 黒川農業者 1４人、関係者 1４人 
会場 黒川公会堂
講師 元木悟(明大農学部准教授)、学生 

川崎智弘(種苗会社担当)、 

平成 30 年 12 月 13 日  栽培講習会 
参加者 関係者 19 人 
講師 元木悟(明大農学部准教授)、学生 

主催者や参加者の声 
（主な意見、感想）

・病害虫の特定、対応方法等を知ることができた。 
・深植えは、台風の対策にもつながることが分かった。 
・定植時期の違いが、生育に影響することが分かった。 

評価と今後の進め方
等（専門部会での検討事項）

・今後も内容を検討して、講習会の実施を検討する。 

その他 ― 
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農-4 地元農業者との農産加工品等に関する検討 

■計画概要 

概要・目的 

概要 
・地元農業者等を対象に、農産加工品開発及び販売に向け、意見交換会
や講習会等を行う。 
・黒川地域の加工品を PRする。 

目的 
【地域交流】明治大学の研究成果を活かしながら、大学と地元農業者の交

流を深める。 
【黒川産商品開発】黒川地域の活性化に向けて、黒川産の農産加工品の開

発を検討する。 

実施体制、対象者等 
対象 地元農業者、明治大学
協力 神奈川県、ＪＡセレサ川崎
事務局 川崎市農地課

実
施
内
容

実施予定日 11月 10日（土）収穫祭 加工品の PR 

実施場所 明治大学黒川農場 

周知・ＰＲ －

内容 

農産物の加工品について全国的に優れた技術を持っている明治大学黒
川農場の客員教授である小清水先生と地元農業者との意見交換を実施す
る。また、黒川産野菜で作った加工品について、ＪＡセレサ川崎と連携
しながら収穫祭で PRする。 
①現在の黒川産の農産加工品について 
・黒川産の農産加工品の現状や課題等に関する意見交換や PRの実施。

②今後の開発の可能性やメニューについて 
・今後の農産物加工品の開発の可能性や、やってみたいメニューにつ
いて意見交換し、試作の検討。 

③今後について 
・今後の進め方等に関する意見交換 

予算等 －

その他 －
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■実施結果 

実
施
概
要

実施日時 平成 30 年 11 月 10 日（土） 

実施場所 明治大学黒川農場 

参加者数 ― 

実施状況 
（写真等） 

平成 30 年 11 月 10 日に開催された明治大学黒川農場収穫祭にて、ジャム
等の販売を通して、農産加工品のＰＲを行った。 
購入者には「セレサモス」で使用できる、ソフトクリーム割引券を配布し、
「セレサモス」の周知や、誘引を行った。 

■農産加工品の種類 
・うめぼし、あんぽ柿 
・ジャム（リンゴ、トマト、ウメ、アンズ、ブルーベリーetc）

主催者や参加者の声 
（主な意見、感想）

・「セレサモス」と協力し販売を行い、加工品のＰＲができたと感じる。 
・黒川農場も加工品を販売していた。両者がともにＰＲできればより良いと
感じた。 

評価と今後の進め方
等（専門部会での検討事項）

・加工品のＰＲについては他の取り組みと統合し実施していく。 

その他 
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農-5 黒川野菜・果物等のＰＲ（農家による黒川野菜の直売の実施） 
■計画概要 

概要・目的 

概要 
・明治大学黒川農場の収穫祭で、大学と地元農業者が連携して野菜を販
売し、黒川産の農産物のＰＲを行う。 

目的 
【黒川農産物のＰＲ】黒川地域の活性化に向けて、黒川産の新鮮な農産物

をＰＲし、販売促進につなげる。 
【地域交流】「実際に野菜をつくっている方達と直接話をする機会があっ

て良かった」という意見が前回の収穫祭ででていたため、地
元農業者が直接販売する機会を創ることで、市民と地元農業
者との交流を図る。 

実施体制、対象者等 
協力 明治大学
対象 明治大学黒川農場収穫祭の来場者
事務局 川崎市農地課

実
施
内
容

実施予定日 平成30年 11月 10 日（土）収穫祭 

実施場所 明治大学黒川農場 

周知・ＰＲ 
・市政だより 
・明治大学収穫祭告知チラシ 
・ＨＰ等 

内容 

収穫祭にて「農家さんの黒川産農産物の直売所」として、地元農業者によ
る来場者への直接販売 
■農産物の種類 昨年度実績 

（平成 27年度 14 品目 660 点） 
（平成 28年度 13 品目 300 点以上） 
（平成 29年度 12 品目 250 点以上）

予算等 －

その他 －

・大根
・かぶ 
・きゅうり 
・原木しいたけ 
・ピーマン 
・里芋 
・ブロッコリー

・次郎柿
・本ゆず 
・キウイフルーツ 
・たまご  
・サツマ芋
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■実施結果 

実
施
概
要

実施日時 平成 30 年 11 月 10 日（土） 

実施場所 明治大学黒川農場 

参加者数 ６人(地元農業者５人、都市農業振興センター農地課職員１人) 

実施状況 
（写真等） 

平成 30 年 11 月 10 日に開催された明治大学黒川農場収穫祭にて、「農家
さんの黒川産農産物の直売所」として、地元農業者による来場者への直接
販売をした。 
収穫祭来場者人 1,557 人（前年度 1,786 人）前年比 87％ 

■農産物の種類（平成 30 年度）主なもの 

主催者や参加者の声 
（主な意見、感想）

・事前に調整を行ったが、農場内の収穫体験の野菜と重複が一部見られた。
・前回より終了時間が１時間早く、来場者も少なかったが、売れ行きは好評
だった。 

評価と今後の進め方
等（専門部会での検討事項）

・今回で 5回目の参加。今後も継続して参加することで、黒川産の新鮮な農
産物をＰＲし、販売促進につなげる。 

その他 ― 

・ニンジン
・ダイコン 
・キュウリ 
・サツマイモ 
・サトイモ 
・シュンギク 
・コマツナ 
・ネギ

・次郎柿
・キウイフルーツ 
・本ユズ 
・タマゴ 
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基本計画の

･ 直しについて

資料５

2

･ 直しについて

･ 川連携協議会の取り組みについて、
地元農業者、明･ 、川崎市ともに･ 定の評価をしている。

・協議会に参加していても、他の
部会の取り組みが共有化でき
ていない。

・協議会の取り組みを、よりわか
りやすく伝える必要がある。
・多様な取り組みを包括できる
･ 針設定が必要。

・･ 川で取り組む多様な主体と
さらなる連携を広げる必要が
ある。

３．協議会の成果を皆で情報共有する
しくみにする。

１．計画の体系をよりシンプルで分かり
やすいものとする。

２．各取り組みの中で多様な連携を進
める。

全体的な･向性は変更はせず、実施計画レベル
での･直しを･う。
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計画に対する主な意･ と･ 直しの･ 向性

・収穫体験に参加した･ が保全活動に参
加するなど、部会を超えた連携が必要。
・他の団体が･ っている取り組みとも連携
できると良い。

協議会の推進体制の･ 直し

②他の部会や団体のイベント
との連携

・会議やイベント等が増えると、地元の負
担が増えてしまう。

・３つの専･ 部会の柱は残しつつも、具体
的な取り組みはまとめてはどうか。
・できるものがあれば、イベント等の取り組
みを統合してはどうか。

・アスパラ以外の連携テーマを･ つけたい。
・明･ と地域の連携をより推進したい。
・明･ の学･ にもっと参加してもらいたい。

①より効果的な推進体制の構築

④効率的な協議会運営

③明･ ･ 川農場との連携強化
協議会やその他団体等との

成果の共有化

・地元主導の取り
組みを協議会が
･ 援できるとよい。

・会議に出席するまで協議会
の取り組みを知らなかった。
もっとＰＲが必要。

・参加者数や認知度向上など
の成果を把握したい。
・協議会やその他･ 川での取
り組みを共有する必要性を
感じた。

⑦協議会における取り
組みと成果の共有化⑥地元主導の

取り組みへの･ 援
⑤協議会や協議会の
取り組みのＰＲの充実
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･ 直しについて

基本計画に対する主な意･ と･ 直し

・各部会の取り組みの中で、他の専･ 部会や団体との
連携強化について検討していく。

協
議
会
の
推
進
体
制
の
･
直
し

②他の部会や団体
のイベントとの連携

・協議会･ ち上げのため、会議の回数が多かったが、
取り組み内容が概ね固まってきたため、取り組み主
体の運営とし、スケジュールを･ 直す。

・各専･ 部会の取り組みが、さらに･ ･ した活動として
根付いていけば、統合化なども検討するが、今回の改
訂では、各専･ 部会の連携を進めることとする。

・各部会の取り組みの中で、明･ との連携強化につい
て検討していく。

・収穫体験に参加した･ が保全活動に参
加するなど、部会を超えた連携が必要。
・他の団体が･ っている取り組みとも連携
できると良い。

・会議やイベント等が増えると、地元の負
担が増えてしまう。

・３つの専･ 部会の柱は残しつつも、具体
的な取り組みはまとめてはどうか。
・できるものがあれば、イベント等の取り組
みを統合してはどうか。

・アスパラ以外の連携テーマを･ つけたい。
・明･ と地域の連携をより推進したい。
・明･ の学･ にもっと参加してもらいたい。

①より効果的な
推進体制の構築

④効率的な協議会
運営

③明･ ･ 川農場と
の連携強化

協
議
会
や
そ
の
他
団
体
等

と
の
成
果
の
共
有
化

・地元主導の取り組みを協議会が･ 援
できるとよい。⑥地元主導の

取り組みへの･ 援

・会議に出席するまで協議会の取り組み
を知らなかった。もっとＰＲが必要。

⑤協議会や協議会
の取り組みのＰＲ
の充実

②・上記 の取り組みとして、地元主導の活動とも積極
的に連携し、PR･ 援を･ う。

・地域活性化検討専･ 部会で協議会のPRを拡充する。

・参加者数や認知度向上などの成果を
把握したい。
・協議会やその他･ 川での取り組みを共
有する必要性を感じた。

⑦協議会における
取り組みと成果の
共有化

・各取り組みのイベント参加者数等を取り組み概要
で把握できるようにする。
・収穫祭で実施するアンケートに協議会全体の取
り組み成果が分かる項･ を加え、共有する。

専･ 部会・協議会での意･

A

B



5
A

6

農と環境を活かしたまちづくりアンケート（ 対象： 収穫祭参加者）
B

加える項･ （ 案）
・･ 川の好感度
・協議会の認知度
・･ 川産農作物の知名度
・セレサモス利･ 頻度
・･ 川の･ 景ツイッターの
認知度・利･ 頻度 等
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実施計画の

･ 直しについて

8

農１
･ 学と農家の意･
交換会の開催

農２
アスパラガスの新たな
栽培･ 法「採りっきり
栽培®」の実施

農３
農産物に関する講
習会の開催

農４
地元農業者との農
産加･ 品等に関
する検討

農５
･ 川野菜・果物の
PR

農
産
加
･

品
の
開
発

検
討

新
規
農
産
物
や
郷
･
農
産
物
栽
培

の
推
進

農
産
物
等
の
イ

ベ
ン
ト
活
･
や

Ｐ
Ｒ
の
推
進

・アスパラガスの･ 産体制の
拡充と販路拡･ が必要だ。
・ブランド化を進めたい。

・農産物部会のメンバーだ
けでなく、協議会全体で
･ った･ が有効だ。

・アスパラガスの講習会は、
農２に統合してよい。
・アスパラ以外も検討したい。
・･ 齢化等の課題がある。

・余った野菜や直売に出せ
ない野菜を活･ したい。
・農家が加･ 所を設置す
るのは難しい。
・委託加･ も考えられる。

・収穫祭で･ 川野菜のＰ
Ｒをして、後･ 、セレサモ
スに再来訪してもらえるよ
うにしたい。

N農1
･ 学と連携した意･ 交
換会・講座の開催

N農2
栽培技術の向上に向
けた取組の検討・実施

N農4
収穫祭等における･ 川
産農産物のPR

農
産
物
等
の
栽
培
技
術

営
農
環
境
の
向
上

･
川
産
農
産
物
の
知
名
度
向
上

と
Ｐ
Ｒ
の
推
進

継続

継続

･ 直しの考え･現･ 計画の項･ ･ 直し（ 案）

①農産物等の地産地消
実施･ 針
農１

実施･ 針
農２

計画に対する主な意･ と･ 直し（ 案）

発展

N農3
地域イベント等を通じた･ 川
産農産物の知名度の向上

専･ 部会での主な意･

・病害･ 対策など栽培技
術の向上を･ 指す。
・アスパラ以外の農産物栽
培の可能性も検討する。

・部会で明･ と連携した講
座等を企画し、広く参加
を呼び掛ける。

・栽培技術の向上に必要
な講習会を検討する。
・多様な検討・取り組みで、
農業活性化を進める。

・収穫祭での販売のほか、
･ 川農場等と連携して
PRする。

・農産物だけでなく、加･
品のPRも･ を･ れる。
・地域活性化検討専･ 部
会等との連携を進める。
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農
と
･
･
の
認
知
促
進 地３

ＨＰ等による取り組み
紹介とイベントＰＲ

・協議会のＰＲの拡充や、
地域で情報を共有する必
要がある。
・協議会以外でも様々 な
団体等がイベントを実施。

・協議会と各部会の取り組
みのPRを拡充する。
・他の･ 川地域イベントとの
広報連携を･ う。

N地１
･ 川･ ･ の･ 景のPR

地１
サイン・散策マップの
検討・試･

・これまでどおりイベント時に
配布・掲･ する。
・地元、来街者から設置
要望があるか把握する。

・常設ではなく、イベント時
にマップなどを配布・掲･ 。
・マナーについては、情報発
信にあわせて啓発する。

地２
･ ･ 景観づくりの
検討・試･

・花だけでなく、農作物が広
がる景観も地域の景観と
してＰＲできる。

・･ 川の四季を通じた･ 所
などを区のHPやツイッター、
パネル等で発信する。

地４
グリーンツーリズム

・･ 学も場所と講師を継
続して協･ できる。

・地元農家や･ 学と連携
した収穫体験を実施。

地５
地域農産物等の活･
「菜の花プロジェクト」

・当該団体の活動が･ ･
した。

・今後も広報等の･ 援を
･ う。

地６
･ ･ アート制作と
展･

・･ 川のPRにつながった。
・同時期に地元発案の取
り組みも盛況。

・今後は地元主催アートイ
ベントとの連携を強化。
・広報協･ 等を実施。

専･ 部会での主な意･現･ 計画の項･

N地２
協議会の取り組みや
イベントのPR

N地３
グリーンツーリズムの
実施

N地４
地元主催アートイベン
トへの協･

地
域
資
源
の

発
･
・
創
造

農
と
･
･

の
体
感

･
川
の
魅
･
情
報
の
発
信

農
と
･
･
を
体
感
す
る

イ
ベ
ン
ト
に
よ
る

地
域
連
携
強
化

実施･ 針
地1

実施･ 針
地2

②農と･ ･ 体験・地域交流
･ 直し（ 案）

計画に対する主な意･ と･ 直し（ 案）

･ 直しの考え･

10

継続
・発展

N･ 1
･ を使ったワークショッ
プ（ ･ あんどん） の実
施

･ １
･ ･ の利活･
･ あんどんづくり

・会員の技術が向上し、･
･ 燈だけでなく、他にも制
作が可能。
・ＷＳ参加者も、増やせる。
・作業の拠点がほしい。

・･ の活･ ･ 法を広げる。
・参加者が増えるよう、広
報を充実させる。

専･ 部会での主な意･現･ 計画の項･

･
･
資
源
の

活
･
推
進

継続
・発展 N･ 2

･ ･ の保全活動体験
イベントの実施

･ 2
･ ･ 保全活動体
験

・市･ や企業のボランティア
を活･ した管理を実施で
きるとよい。
・参加者をもっと増やしたい。

・･ 川周辺の企業や団体と
の連携を広げる。
・明治･ 学と連携した実施
･ 法を検討する。

･
･
の
保
全

活
動
体
験

の
推
進

実施･ 針
･ １

実施･ 針
･ 2

･
地
･
･
の

体
験
・
利
活
･

･
地
･
･
の

保
全
活
･

③･ ･ の保全と活･
･ 直し（ 案）

計画に対する主な意･ と･ 直し（ 案）

･ 直しの考え･
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平成31年度の

具体的な取り組み（ 案）

について

12

平成31年度 農産物等研究専･ 部会の取り組み（ 案）
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明治･ 学の先端技術やノウハウを活･ した農業活性化。

農1： ･ 学と連携した意･ 交換会・講座の開催

･ 的

･ 学の研究成果等を共有できるよう、
地元農業者が参加できる意･ 交換会
や講座を開催する。

内容

明治･ 学･ 川農場（ 予定）実施箇所

担当： 農地課他
協･ ： 明治･ 学
対象： 地元農業者

実施体制

スケジュール
4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

未定検討

14

･ 学等と連携し、栽培技術の向上を図る。

農2： 栽培技術の向上に向けた取組の検討・実施

･ 的

農産物の栽培･ 法等に関する勉強
会や研修会等を開催し、･ 川における
栽培技術の向上を図る。

内容

･ 川地域実施箇所

担当： 農地課他
協･ ： 明治･ 学等
対象： 地元農業者

実施体制

スケジュール
4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

栽培技術の向上に関する研修等
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地域イベント等を通じ、･ 川産農産物の知名度向上を図る。

農3： 地域イベント等を通じた･ 川産農産物の知名度の向上

･ 的

･ 川の農産物を･ 近に親しんでもらえ
るよう、･ 川地域で･ われるイベント等
を通じ、知名度向上を図る。

内容

明治･ 学･ 川農場、地元農業者の畑実施箇所

担当： 農地課他
協･ ： ＪＡセレサ川崎、企画課等
対象： 市･

実施体制

スケジュール 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

イベント イベント

16

収穫祭

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

販売会を通じて･ 川産農産物のファンを増やす。

農4： 収穫祭等における･ 川産農産物のPR

･ 的

明治･ 学等と連携しながら、･ 川産
農産物をPRする。

内容

明治･ 学･ 川農場他実施箇所

担当： 農地課他
協･ ： 明治･ 学、ＪＡセレサ川崎他

実施体制

スケジュール



H32 H33H31H27

実施計画に基づく取り組み
農畜産物、林産物及び加工品の

栽培や販売などにおける課題を整

理し、地域の活性化につながる農

産物等の調査・ 研究を行う。

→農産物等研究専門部会

農や緑、環境を通じた地域の活

性化や地産地消の推進につながる

イベント等の実施や必要な情報発

信を行う。

→地域活性化検討専門部会

多摩丘陵の里地里山の地域的価

値を見出し、里地里山の保全、再生、

活用を目指す。

→里地里山保全利活用専門部会

川崎市麻生区黒川地域は、豊かな緑と農地が残された里地里山の面影を残す地域です。しかしながら、良好

な環境を持続的に維持保全していくためには、農・ 緑・ 地域等に関して様々 な課題があります。

そのため、本取り組みは、この地域が抱える課題を解決しながら活力ある地域としていくため、農業者・ 地

域住民・ 大学・ 行政等が連携し、農と環境を活かしたまちづく りを進めることを目的としています。

１．　農と環境を活かしたまちづくりの目的

ま
ち
づ
く
り
の
担
い
手

支

え
る
組
織

目

標

基
本

方
針

多様な担い手からなる「 明治大学・ 川崎市 黒川地域連携協議会」 を中心に、３つの方向性を持った「 専門

部会（ 農産物等研究専門部会・ 地域活性化検討専門部会・ 里地里山保全利活用専門部会）」 を立上げ、各専門

部会において様々 な取り組みを試行し、検証の上、継続的に実施していく取り組み内容を検討していきます。

２．　推進体制と目標、実施方針　

◆黒川地域関係者の連携・ 相互協力を図り、農と環境を活かしたまちづく りを推進
◆部会間の調整、黒川地域の農と環境を活かしたまちづく りの方針・ 計画等の承認

【 構成】 明治大学、明治大学黒川農場、JA セレサ川崎、 JA セレサ川崎生産組合黒川支部、神奈川県農政部署、黒

川町会、経済労働局産業振興部、建設緑政局緑政部、麻生区役所、経済労働局農業振興センター(事務局）

地域の農業資源・環境資源・人的資源を活用した地域の活性化・地域交流の推進
～持続的な里地里山環境の保全に向けて～

多様な担い手も関わりや連携により
取り組みを推進

農産物等の地産地消 農と里山体感・地域交流 里山の保全と活用

新規農産物や郷土農産物の栽培

推進、農産加工品の開発検討、商

品化に向けた検討等を推進

農と里山環境を通じたイベント

等の実施や認知促進を通じた活性

化の検討・ 推進

里地里山の体験・ 利活用を通じ

て、持続的な里地里山の保全、再生、

活用を推進

農産物等研究専門部会 地域活性化検討専門部会 里地里山保全利活用専門部会

基本方針に基づき、平成31 年度の取り組みについて、以下の事項を定めています。

１．　実施計画と平成31年度の取り組み（予定）

平成31年度に作成した「 実施計画」に基づき実施していきますが、具体的な取り組みは、毎年の成果を踏まえ、

毎年設定します。また、おおむね３年程度を目途に、必要に応じて基本計画の内容についても適宜修正します。

２．　平成31年度以降の進め方

基本方針 実施方針 No. 取り組み項目 概　要

農産物等の
栽培技術、
営農環境の
向上

黒川の農産
物の知名度
向上と PR
の推進

大学と連携した意見
交換会、講座の開催

協議会の取り組みや
イベントのPR

竹を使ったワーク
ショップの実施

農産物等
の

地産地消

農と里山
体感・
地域交流

里山の
保全と活用

農と里山を
体感するイベ
ントによる地
域連携強化

里山の
体験・利活用

里山の
保全管理

黒川の魅力
情報の発信

農1

農2

農3

農4

地１

地２

里1

基
本
計
画
の
作
成

基
本
計
画
・
実
施

計
画
の
改
定

実
施
計
画
の
作
成

H30
基本計画、実施
計画の見直し

取
り
組
み
の
確
認

次
年
度
の
検
討

実
施

ま
と
め
・
分
析
・
評
価

実施計画に基づく取り組み

取
り
組
み
の
確
認

次
年
度
の
検
討

実
施

ま
と
め
・
分
析
・評
価

実施計画に基づく取り組み

取
り
組
み
の
確
認

次
年
度
の
検
討

実
施

ま
と
め
・
分
析
・評
価

H26 H28～30

栽培技術の向上に向
けた取組の検討・実施

地域イベント等を通じ
た黒川産農産物の知
名度の向上

収穫祭等における黒川
産農産物のＰＲ

黒川里山の風景のPR

地３
グリーンツーリズム
の実施

里山の保全活動体験
イベントの実施

里2

地４
地元主催アート
イベントへの協力

Ｈ31

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

H28～30
実施計画に基づく取り組み

必
要
に
応
じ
計
画
修
正

里地里山保全利

活用専門部会

地域活性化

検討専門部会

農産物等研究

専門部会

目的：明治大学の先端技術やノウハウを活用した農業活性化。

内容：大学の研究成果等を共有できるよう、地元農業者が参加で

きる意見交換会や講座を開催する。

目的：大学等と連携し、栽培技術の向上を図る。

内容：農産物の栽培方法等に関する勉強会や研修会等を開催し、

黒川における栽培技術の向上を図る。

目的：地域イベント等を通じ、黒川産農産物の知名度向上を図る。

内容：黒川の農産物を身近に親しんでもらえるよう、黒川地域で

行われるイベント等を通じ、知名度向上を図る。

目的：販売会を通じて黒川産農産物のファンを増やす。

内容：明治大学等と連携しながら、黒川産農産物をPRする。

目的：里山の四季の風景をより多くの人に楽しんでもらう。

内容：麻生区のホームページやツイッター、また、街中でのポス

ター掲示等を通じて、魅力ある里山風景を発信する。

目的：黒川の魅力を体感してもらい、再来訪のきっかけをつくる。

内容：市民を対象に、明治大学や地元農家と連携した収穫体験を

開催。

目的：協議会と、協議会の取り組みをより多くの人に発信する。

内容：部会連携を強化し、協議会の取り組みや成果を麻生区HP

等で紹介。

目的：農と里山を体感するイベントを応援し、活動を活性化する。

内容：地元主催のアートイベント「 緑と道の美術展in黒川」の広報協力

（ チラシやパンフの配架やHP掲載、パネル展示等）を行う。

目的：竹林の整備の発生材活用と竹林管理の意識啓発を行う。

内容：地元小学生とともに、竹林から竹を伐り出すところからは

じめる竹を使ったワークショップ（ 竹あんどん等）を開催。

目的：体験を通じた、新たな保全活動の担い手の発掘。

内容：黒川周辺の団体などに呼びかけを行い、多様な連携を図り

ながら里山保全活動体験を実施する。

明治大学・川崎市
黒川地域連携協議会

農業者近隣大学 地域住民 ボランティア

市民明治大学
黒川農場

川崎市役所・
麻生区役所

明治大学
（大学生） JAセレサ川崎

神奈川県農政部

黒川地域　農と環境を活かしたまちづく り　概要説明書　H31. 3( 案)
資料６

基　本　計　画 実　施　計　画（ 平成26年度作成）

（ 平成30年度一部改定）

（ 平成27年度作成）

（ 毎年改定）


